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校長  下川 清一 

平成２８年度 学校経営計画及び学校評価  

１ めざす学校像 

【めざす学校像】    

全校一致のもと、誠実でやさしさと活力あふれる人間を形成する。 

 １ 一人ひとりの個性・才能を生かし、知力・体力を育成する。 

 ２ 自ら考え、責任ある行動がとれる人間を育成する。 

 ３ 誠実で品性の高い教養のある人間を育成する。 

 ４ 男女・民族・ことばの違いを越え、互いの人権を尊重し、平和を願う人間を育成する。 

５ 自然に親しみ、自然とともに生きることが大切だと思える心を育成する。 

２ 中期的目標 

１ 確かな学力の育成 

(１)新学習指導要領を踏まえ、「わかる授業、充実した授業および創造性を育成する授業」をめざし、ICT 等を活用したアクティブラーニングﾞ型授業を行う。 

ア アクティブラーニングﾞ型の公開授業を年２回は行い、実践する教員を増やしていく。 

 ※教科を超えた公開授業(研究授業)の参加者数(平成 27 年度:全体の 20%)を毎年 10％引き上げ、平成 29 年度には 50％以上にする。 

 ※教職員による学校評価の校内研修に関する肯定評価を平成 29 年度には 80％以上にする。 

イ 授業シラバスを基に、授業アンケートを２回（7月・12 月）行い、本校の生徒実態を踏まえた授業改善に組織的･計画的に取り組む。 

※授業アンケートの総合評価の肯定評価(平成 27 年度:86%)を毎年 90%以上にする。 

※学校評価アンケート｢多面的評価｣の肯定評価(平成 27 年度:75%)を毎年 5％引き上げ、平成 30 年度には 90%以上をめざす。 

※学校評価アンケート｢施設･設備等の学習環境｣の肯定評価(平成 27 年度:82%)を毎年 5％引き上げ、平成 29 年度には 90%以上をめざす。 

※ICT を活用した授業を実施した教員の割合(平成 27 年度:67%)を平成 29 年度には 90%以上をめざす。 

ウ みらいスクール等を利用してオリジナルテキスト教材（含デジタル教材）の共有化を各教科･科目進めていくことで、効率化を図り、教材にかける時間を軽減し

ていく。 

(２)自ら学習できるように、生徒のニーズに合ったメニューを考え生徒と共有できるルーブリック評価に取組んでいく。 

ア 教科担当、部顧問の連携を密にし、個々の生徒の学習到達度を共有し、補習や講習と部活をスムーズに連動させて学力を向上させる。 

 ※一人ひとりの生徒のポートフォリオを平成 30 年度までには作成する。 

イ 放課後学習会、長期休暇中の講習会などの内容と規模を充実させ、進路実現に向けた指導を行う。 

 ※学校評価アンケート｢学習会･講習会｣の肯定評価(平成 27 年度:78%)を平成 29 年度には 90%以上をめざす。 

ウ 学習する意欲を高めていくために、「総合的な学習の時間」「課題研究」「小論文」及び各教科等にルーブリック評価を段階的に行なっていく。 

※生徒の学習評価において、ルーブリック評価を行う取組みを平成 29 年度には 50%以上をめざす。 

エ 本校が掲げている「文武両道」について、その意義やあり方等について検討する。 

 

２ 夢と志を持つ生徒の育成に向けた指導計画の確立 

(１)「総合的な学習の時間」と LHR 等を有機的に連携させ、志学、人権教育等を総合的に行うことのできる「関倉型キャリア教育」の指導計画を確立する。 

ア 学年･進路指導部が軸となり、総合的な学習の担当者とも連携し、3年間を見通したキャリア教育を行う。 

※学校評価アンケート｢体験授業や授業以外の学習機会｣の肯定評価(平成 27 年度:84%)を毎年 5％引き上げ、平成 29 年度には 90％にする。 

※学校評価アンケート｢進路指導｣の肯定評価の肯定評価(平成 27 年度:83%)を毎年 5％引き上げ、平成 29 年度には 90%以上をめざす。 

イ 外部講師を総合的な学習の時間や LHR において積極的に招くとともに、生徒による振り返り･発表の機会を増やす。 

※学校評価アンケート｢講演・体験授業などの機会が多い｣の肯定評価(平成 27 年度:84%)を平成 29 年度には 90%以上をめざす。 

ウ 校内実力や外部模試等のデータを一つにまとめ、新たに進路資料システムとして、ｅポートフォリオを作成して学習指導・進路指導に活用する。 

※難関大学合格者(平成 27 年度:国公立大学合格者数 149 名、東大、京大、阪大、神戸大の合格者数合計 30 名)を平成 29 年度までに国公立大学合格者数 180 名以

上、東大、京大、阪大、神戸大等の難関国公立大学の合格者数合計 60 名以上(京大合格者数 10 名以上)に引きあげる。 

(２) 学校全体としてグローバル人材に必要とされる英語運用能力（ﾘｽﾆﾝｸﾞ・ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ・ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ・ｽﾋﾟｰｷﾝｸﾞの４技能）の育成に取組み、グローバル社会に貢献できる

人材を育成する。 

ア 英語によるコミュニケーション力の育成（リスニング・プレゼンテーション講習・放課後の校内留学） 

イ 校内留学として、希望者に対してより高度なエンパワーメント・プログラム（日本のトップ大学に留学している外国人大学生、大学院生とのディスカッションや

コミュニケーションを通して、自分の将来に何が必要かを考え、気づき、行動していけるようなグローバル人材を育成するプログラムで全日 5日間学校で実施）を

実施する。 

ウ おおさかグローバル塾への応募者数・合格者数を増やす。  

エ 語学研修の機会を拡大し、生徒の英語力を向上させ、多様性受容力を高める。 

オ ６貫生において、中学３年の３学期において、探求学習（中期留学・各テーマ別課題等々）を検討する。 

※実践的英語力の伸びを測定するのに、英語学力調査及び実用英語技能検定等を用いる。 

※海外語学研修[英国ｵｯｸｽﾌｫｰﾄﾞ]の希望者(平成 27 年度:20 人)を毎年 10 人引き上げ、平成 29 年度には 50 人にする。 

※留学に関する意識調査(文科省)の｢留学したい(国際社会への関心)｣の割合(平成 27 年度:58%)を、平成 29 年度には 75%以上にする。 

(３) 地域関係諸機関との連携、高大連携について協議し、推進する。              

ア 大阪大学IRIS(国際教育交流ｾﾝﾀｰ)等と提携し、留学生との交流を通じて実践的な英語力の向上を図る。 

イ 立命館大学との提携による高大連携推進協議会による事業を開始する。 

ウ 保護者、地域関係者に対する生徒校内発表の場への参加呼びかけを拡大するなど地域との交流を図る。 

 ※学校評価アンケート｢生徒と保護者と地域の人たちとの交流｣の肯定評価(平成 27 年度:44％)を毎年 5％以上引き上げ、平成 29 年度には 60%以上にする。 

 

３ 安全・安心で魅力のある学校づくりのための組織の確立 

(１)保護者や関係機関との連携を強化するとともに、校内の教育相談体制を充実させる。 

※学校評価アンケート｢教育相談｣の肯定評価(平成 27 年度:88％)を毎年 5％以上引き上げ、平成 29 年度には 90％にする。 

(２)保護者に対して積極的かつ効果的な広報活動を行う。 

ア 学校行事等の HP での紹介、学年だよりを充実させる。 

(３)生徒理解の促進と安心･安全な学校づくりのための体制の確立をめざす。 
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ア 学校保健委員会・安全衛生委員会を定例化し充実をはかる。 

４ 教員の授業力等の資質向上に向けた取組み 

（１）全教科・科目について、生徒による授業アンケートを年２回組織的に実施する。 

（２）各教科で研究授業・研究協議を実施する。生徒による授業アンケートの結果を教科会議で分析し、改善策を検討する。 

（３）ICT 活用として、教職員間で教材の共有を図ることで、アクティブラーニングﾞ型授業の普及に努める。 

（４）本校において、経験年数の少ない教員とミドルリーダーのコラボによる教員の研修を組織的に行い、学校をより活性化させる。 

（５）年度の必要性に応じて、教員研修として、複数回、人権研修・危機管理研修・教育相談研修等を行う。 

※学校評価アンケート及び授業アンケートによる教員研修を必ず１回（１０月頃）は実施する。 

【学校教育自己診断の結果と分析・学校関係者からの評価】 

学校評価アンケートの結果と分析［平成２８年１月実施分］ 学校関係者評価 

○平成２８年度の学校評価アンケートについて、生徒からの回収率はほぼ

100％、保護者の方は 50％の回収率で、昨年度に比較して約 10％増の状況で

す。「満足」・「ほぼ満足」の評価が半分に満たない項目に着目すると、 

①「六年一貫教育を効果的に実施している」に対して、保護者については、80％

以上の高い満足度であるが、高 1 生の生徒評価が 46％で半分に未満たない状

況です。高 2、3年生も 50％であまりよい評価とは言えない。 

②「生徒が意欲的に取り組む教育課程の工夫をしている」に対して、高 2、3生

は 60％を超えているが、高 1は 49％で 50％に満たない。 

③学校のホームページ・メール」に対しては、高 1、2、3生とも 40％を下回っ

ている。 

 それに対して、「学校の雰囲気が良く、周りの生徒も生き生きとしている」

「本校の教育目標・教育方針・教育指導に共感できる」「生徒は相談したとき

には、親身に応じている」「先生は生徒の教育に熱心に取り組んでいる」「先生

は専門的知識が豊富で、授業内容について信頼できる」については、「満足」・

「ほぼ満足」はいずれの学年も 80％以上の評価をしている。 

 保護者については、有難いことにどの項目についても高い評価をしている。

〇これらのアンケート結果から言えることは、次の３点を課題として次年度に

向けて改善していきたい。 

①六貫生の特色が見えない。 

②生徒が意欲的に取り組めるような教育課程の工夫。 

②学校ホームページ充実。 

①について、中学校においては、学校行事や学習面でも色々な取り組みをやっ

ているものの、高校生に上がると六貫生として、高校から入ってきた生徒との

クラスは分けているが、六貫生クラスとしての特性を生かした特別メニューが

あるわけではない。六貫生の特色が見えないことは、外からの評価委にも関わ

り、中学入試の募集にも大きな影響が出ている。ただし、医歯薬系を中心に六

貫生の進路実績が出ていることは間違いなく、外に対する見せ方が下手である

との(教育関係機関等からの)指摘も受けている。今後、六貫生の特色が見える

ような取り組みも考える必要がある。 

②について、行事ごとももう少し生徒を信頼して、生徒たちができることを増

やしていくことも必要かと思われる。また、授業も同様に一斉授業だけでなく

ICT を活用したり、・アクティブラーニング型の授業で生徒たちも(主体的に)

動ける形を若い先生方を中心に取り組めるように教育課程を考えていく必要

がある。 

③について、生徒や保護者及び広く受験生に対して、学校に対する関心は年々

高まっている中、学校での活動状況をよりこまめに更新して、更なる学校理解

に向けてホームページの充実を図っていく必要がある。 

第 1 回(平成 28 年 10 月 15 日  )  第 2 回(平成 29 年 4月 22 日) 

 現状の関倉中学校、高校にどれくらい魅力があるかを掘り起こして、それを説明会

や見学会でどんどん表に出していく。見学会に来たら教員・職員・生徒・保護者の方

がみんなで頑張っていて一体感がある。そして進学先がこんなに色々とあってしかも

なんとなく楽しくてきれいといった印象を持ってもらえただけで随分違ってきます。 

 関西大倉では、先生方が一生懸命されていることも分かっていますので、それが外

部にうまく伝わるような仕組みを考える必要があります。アンケートの結果について

は、学校に対する印象が変われば、そのためにはバスに乗ることも厭わない、バスに

乗って初めて良いものが得られるんだよというぐらいのバスの存在になれるよう工夫

してほしいです。 

「中高一貫教育を効果的に行っている」と言われても入学早々の高 1の評価が低いの

は仕方ないことだと思います。入った生徒たちに入学おめでとうと言い、君たちのビ

ジョン、ゴールはここだとバシッと示す必要があるのではないでしょうか。そのため

に教員はベストを尽くすと、後は君たちのベストが求められているんだということを

語る必要があると思います。それが原動力、エンジンとなって、「よっしゃやるぞ」

となって、決して高校から第一志望でない人もいると思うんですけれど、もうそのこ

とは忘れてここでできることを精一杯やるぞ、第一志望で行った地元の友達を見返し

てやるぞといった発奮というものがあれば良いと思います。 

 教育課程の工夫をしているという点も低めだと言っていしたが、それも生徒たちが

ビジョン・ゴールを実感するかが大きく関連していて、関西大倉が提供してくれてい

る教育環境や機会を聞く限りでは、こんな工夫をしてくれてもらえているんだ、こん

な工夫があるんだと生徒が実感できるような、生徒自身も熱くなれるように先生方か

ら語っていただいたらどうでしょう。例えば、成績表を本人と保護者の両方に送り、

成績表と同時に学習相談会等の案内も一緒に入れ、何か心配な点がありましたらなん

でもお聞きします相談に乗りますということで、今こんなことをやっていないといけ

ない、あるいは出来てないといけないということを文字にして送っていまして、これ

で心配な人は来てくださいというようなことの内容です。 

 関西大倉高校は、まだまだ伸びていく要素はたくさんあるという熱意を感じていま

すので、これからも頑張ってください。 

３ 本年度の取組内容及び自己評価 

中期的 

目標 
今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標 自己評価 
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１ 

確
か
な
学
力
の
育
成 

(1) 「わかる授業、

充実した授業お

よび創造性を育

成する授業｣を

めざした授業改

革 

ア・アクティブラ

ーニング型授業

の開発 

イ・授業アンケー

トの効果的活用 

ウ・オリジナルテ

キスト教材の拡

充 

 (2) 自ら学習でき

るように、生徒

にニーズに合っ

たメニューを考

えると共にルー

ブリック評価に

取組む。 

ア・一人ひとりのの

徒の学力到達度

を共有する。 

イ・放課後学習会

などの充実。 

ウ・ルーブリック

評価を段階的に

行なっていく。 

 

 

（1） 

ア・本校の生徒実態を踏まえ、3年間を見通した学

習到達目標の点検を行う。各教科センターレベ

ルは確実にこなせるようにする。 

 ・小論文、面接、集団討論、プレゼンテーション

などに対するルーブリック評価の研究を行う。

イ・他校の実践的なアクティブラーニングﾞ型の授

業を見学し、その手法を学び教科活動に取り入

れていく。アクティブラーニングに関する委員

会を定期的に開催する。 

・電子黒板機能付きプロジェクターを活用した

授業の研究と実践を進める。 

・増設した第二情報教室を ICT 活用として、各

教科に広げる。 

ウ・各教科でオリジナル教材（含デジタル教材）

の共有化を進める。ﾌﾟﾘﾝﾄ教材を冊子として保

管・整理の利便性につとめる。 

（2）  

ア・一人ひとりの生徒のポートフォリオ作成を検

討しそのひな形を作成する。 

イ・放課後学習会を１学期中間考査終了後、生徒

の状況を踏まえて拡充する。 

 ・大学別など受験校に対応した講座を細分化す

る。 

ウ・生徒の学習評価におけるルーブリック評価作

成を、アクティブラーニングﾞに関する委員会で

検討する。 

 

 

(1) 

ア・生徒授業アンケートの

肯定評価を平成 28 年度

には 80%以上 

 ・学校評価｢多面的評価｣

の肯定評価 80%以上 

 ・ICT を活用した教員の割

合を 70%以上 

・学校評価｢施設･設備等

の学習環境｣の肯定評価

を 70%以上 

イ・教科を超えた公開授業

(研究授業)の参加者数を

50％以上にする。 

 ・教職員による学校評価

の｢校内研修」に関する肯

定評価を 75％以上 

ウ・オリジナル冊子を 3 教

科以上作成 

（2） 

ア・ポートフォリオのひな

形を作成する。 

イ・学 校 評 価 アンケート

｢学習会や講習会 ｣の

肯定評価を 80%以上 

 ・高校１年時に英語・数

学・国語を中心に基礎及

び標準の学習会を開設 

 ・京都大学の二次対策講

座を設定 

ウ・ルーブリック評価を行

う取組みを実験的に実施

する。 

（１） 

ア アンケートによる満足度は82％でほぼ予定通り。

（〇） 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 教科を超えた公開授業(研究授業)は一部の教員

間では行ったが、全体としてはほとんどできなか

った。（△） 

 

 

 

ウ 一部の教員でとどまる。（△） 

 

（２） 

ア 進路指導部を中心に冊子を考案する。（〇） 

 

イ ｢学習会や講習会｣の肯定評価を 82%で、ほぼ

計画通りには行うことができた。（〇） 

 

  

 

 

 

 

ウ アクティブラーニングﾞ委員会は週１回開催す

ることができ、ルーブリック評価等の評価法やＡ

Ｌ型の授業研究等、委員のメンバーは非常に積極

的に活動することはできた。次年度以降は、その

成果を他の教員にどう反映させていくのかが課題

となる。（○） 

 



関西大倉高等学校 

２ 

夢
と
志
を
持
つ
生
徒
の
育
成
に
向
け
た
指
導
計
画
の
確
立 

(1) 「関倉型キャ

リア教育」の指

導計画を確立す

る。 

ア・3年間を見通し

たキャリア教育 

イ・外部講師の積

極的招聘 

ウ・新たな進路シ

ステムの確立 

(2)グローバル社

会に貢献できる

人材育成 

ア・英語によるコミ

ュニケーション

力の育成 

イ・エンパワープロ

グラムの実施 

ウ・おおさかグロー

バル塾への参加 

エ・語学研修の機

会の拡大 

オ・中期留学の検

討 

(3)地域関係諸機

関との連携推進

(高大連携) 

ア・近隣の大学と

の高大提携 

イ・生徒の自主活

動を通して地域

との交流 

(1) 

ア・総合的な学習の担当が軸となり、学年･進路指

導部と連携し、3年間を見通したキャリア教育の

計画をたてる。 

 ・毎月の進路志望調査と個人面談により、高い志

を維持する。進路志望に変更があった場合、時期

を空けずに個人面談を行う。 

イ・関倉版｢学問体感(国公立大学教員による出前

授業)｣に関して、事前に生徒から希望アンケー

トをとり授業内容の充実を図る。 

ウ・校内実力や外部模試等のデータを一つにまと

め、新たに進路資料システムとして、ｅポートフ

ォリオを作成する。 

(2) 

ア・放課後の校内留学の開催曜日を増やし生徒が参

加しやすい環境を整備する。 

 ・実用英語技能検定試験のｽｺｱ･資格の取得に向け

ての対策を講じる。 

イ・希望者を対象にエンパワープログラムとして、

探求型プログラムを通して、グローバルリーダ

ーを育成する。 

ウ・おおさかグローバル塾への合格者/出願者数を

学内掲示や説明会により増やす。 

エ・語学研修の機会を拡大し、事前・事後学習の充

実を図りながら生徒の英語力を向上させ、多様

性受容力を高める。 

・文科省主催のﾄﾋﾞﾀﾃ!留学 JAPAN を体験した生徒

の校内説明会を開催する。・ 

 ・地元ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞや各種留学機関と連携して、短

期留学生の受け入れを検討する。 

オ・6貫生徒の中学３年の3学期における探求学習

として、中期留学（含ニュージーランド視察）等

のプログラムを検討する。 

(3) 

ア・大阪大学IRIS(国際教育交流ｾﾝﾀｰ)と提携し、高

校1年生次の総合学習での｢日本文化の紹介｣の

留学生との交流を通じて実践的な英語力の向上

を図る。 

・大阪大学 NPO ｱｲｾｯｸの説明会における体験談 

に触れることでグローバルリーダーに必要な素

養として豊かな感性と教養を身につけさせる。 

・立命館大学との提携による高大連携推進協議

会による事業を開始する。 

 

イ・部活動を通じ地域との交流を深める。 

吹奏楽部：茨木特別養護老人ﾎｰﾑ演奏会(8 月)

和太鼓部：茨木里山まつり(5 月)、東村秋祭り

(10 月)、茨木市農業祭(11 月) 

ﾀﾞﾝｽ部：箕面まつり(7 月) 

ｿﾌﾄﾃﾆｽ部：ﾙｰｷｰｽﾞｶｯﾌﾟ(12 月)‣萩村杯(3 月)な

ど中学生大会主催・運営 

ｻｯｶー部：阪神ｻﾏｰ･ｻｯｶｰ･ｺﾝﾃｽﾄ(8 月)･茨木･島

本中高交流ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ(10 月)開催 

・古典芸能鑑賞会、情報ﾌﾟﾚｾﾞﾝ発表会、学園祭、

体育祭などの生徒校内発表の場への保護者、地

域関係者への参加呼びかけを拡大する。 

(1) 

ア・学校評価アンケート｢体

験授業や進路講演などの

学習機会｣の肯定評価を

80%以上 

・学校評価アンケート

｢進路指導｣の肯定評価

を 80％以上 

イ・｢学問体感｣参加生徒を

年間 500 名以上 

ウ・ｅポートフォリオを作

成する。  

 ・国公立大学合格者数を

国公立大学合格者数 180

名以上、東大‣京大‣阪大

‣神戸大等の難関国公立

大学を 50 名以上(京大 5

名以上) 

(2) 

ア・放課後校内留学の参加者

数を 50 人以上 

・実用英語技能検定試験

の各学年での準 2 級お

よび 2 級の合格者を前

年度比 15％増にする。

イ・エンパワープログラム

実施に向けた計画を立

案する。 

ウ・おおさかグローバル塾

への参加数を 5名以上 

エ・ﾄﾋﾞﾀﾃ!留学 JAPAN への

出願者数を 5人以上 

・海外語学研修[英国ｵｯｸｽ

ﾌｫｰﾄﾞ]の希望者を20人以

上 

 ・留学に関する意識調査

(文科省)の｢留学したい

(国際社会への関心)｣の

割合を、75%以上 

オ・探求学習プログラム（含

成果の発表）を作成する。

(3) 

ア・アイセックの説明会を

最低１回の開催 

・大学や企業等との共同

研究に参加 

イ・学校評価アンケート｢生

徒と保護者と地域の人た

ちとの交流｣の肯定評価

を 50%以上 

（1） 

ア 学校評価アンケート｢進路指導｣の肯定評価は

82％でほぼ予定通り実施することができた。（〇） 

 

イ 参加生徒を年間 400 名以上で昨年より少し減少

した。ただ、内容等の充実感については、生徒の評

価は昨年以上に高かった。今後も内容を充実させ

るとともに、より参加人数が増えるよう時期等も

検討していく。（△） 

ウ 進路指導部を中心に校務処理システムや模試等

のデータをベースにしたデータベースづくりのシ

ステムを構築しているところ。（△） 

 

 

 

（2） 

ア 放課後校内留学の参加者は 40 名程度、また、実

用英語技能検定試験の各学年での準 2 級および 2 級

の合格者を前年度比 10％増にとどまった。（△） 

 

イ 本校との姉妹高である善隣インターネット高校

へのホームステイとして、8 月上旬の 3 日間を関

倉版エンパワープログラムとして、参加生徒 10 名

及び立命館大学留学生との交流を実施することが

できた。（◎） 

ウ 参加数は 2名に留まった。（△） 

エ ﾄﾋﾞﾀﾃ!留学 JAPAN への出願者数を 5 人以上を出

し、２名が参加することができた。また、英国ｵｯｸ

ｽﾌｫｰﾄﾞの希望者も 25 人集まった。（◎） 

 

 

 

 

オ ほとんどできなかった。（△） 

 

（3） 

ア ほぼ計画通り実施することができた。（○） 

イ ほぼ計画通り実施することができた。また、そ

の肯定評価も 60％に達した。（〇） 

 



関西大倉高等学校 

３ 

安
全･

安
心
な
学
校
の
た
め
の
体
制
確
立 

(1)校内教育相談

体制の充実 

(2)積極的かつ効

果的な広報活動

の実施。 

(3)安心･安全な学

校体制の確立 

ア・いじめ対策委

員会の活性化 

イ・学校保健委員

会･安全衛生委

員会の充実 

ウ・緊急の場合に

備えて全教職員

がＡＥＤの使用

法を学ぶ。 

(1) 

ア・カウンセラー2名配置により、より教員等との

連携でき、迅速かつ適切な指導ができる体制を

確立する。また、必要とする生徒を見立て、必要

とあれば他の専門機関を紹介する等の役割を担

う。 

(2） 

ア・学校ＨＰの充実及び小中学校・塾等の教育関係

機関との連携を図る。 

イ・２８年度は、中学入学入試のｗｅｂ志願を行

い、高校入試への移行も検討する。 

ウ・入試制度（含内容）についても検討する。 

(3) 

ア・いじめ対策委員会が中心となり、アンケート等

をもとに生徒のケアー体制を確立する。 

イ・警報等発令時に加え下校時刻の変更時の緊急

メール配信の迅速化をはかる。 

 ・産業医(学校医)、社労士と連携する。 

ウ・より生徒の安全性を高めるために、新たに２台

のＡＥＤを設置（合計７台）して、救急救命講習

会も２回実施する。 

(1) 

ア・学校評価アンケート｢教

育相談｣の肯定評価を 80%

にする。 

(2)  

・学校紹介ＤＶＤを作成す

る。 

・学校説明会の参加人数を

昨年度 15％増にする。 

・広報活動を学校全体で組

織的に行っている。 

 

(3) 

ア・いじめ、セクハラ、体罰

等の早期発見や予防のた

めに、「いじめ対策委員

会」が中心となり、全生徒

に向けてのアンケート

（年２回）を行い、ケアー

体制の確立も図るという

ＰＤＣＡサイクルを確立

する。 

イ・緊急メールの配信者を 2

人体制とし、相互確認を

も実施 

 ・学校保健委員会を年間

３回 安全衛生委員会を

毎月実施 

ウ・救急救命講習会の参加

人数と実施回数。 

 

（1） 

ア 肯定評価は82％で適切に機能していると思われ

る。（〇） 

（2） 

 学校紹介ＤＶＤは作成することができなかった。

また、学校説明会の参加人数もほぼ昨年度並みで

あった。まだまだ、広報活動を学校全体で組織的

に行っているとは言えない状態であった。（△） 

（3） 

ア 「いじめ対策委員会」が中心となり、全生徒に向

けてのアンケートを実施することができ、ケアー

体制の確立も図ることができた。ただ、アンケー

トは 1回しか実施することはできなかった。（△） 

 

 

イ 緊急メールの配信者を 2 人体制とし、相互確認

をも実施することはできた。ただ、学校保健委員

会は 1回の開催しかできなかった。（△） 

 

ウ 救急救命講習会は２回実施することができ、今

まで講習を受講したことがない教員はほぼ全員参

加することができた。（〇） 

 

 

 
 

４ 

教
員
の
資
質
向
上
の
た
め
の
取
組
み 

(1)全教科・科目に

ついて、生徒に

よる授業アンケ

ートを年２回組

織 的 に 実 施 す

る。 

(2)各教科で研究

授業・研究協議

を実施する。生

徒による授業ア

ンケートの結果

を教科会議で分

析し、改善策を

検討する。 

(3)ICT 活用とし

て、教職員間で

教材の共有を図

ることで、アク

ティブラーニン

グﾞ型授業の普

及に努める。 

(4)本校におけるビ

ジョン共有のた

めの経営会議を

行い、将来に備え

た学校力を高め

る。 

(5)年度の必要性に

応じて、教員研修

として、複数回、

人権研修・危機管

理研修・教育相談

研修等を行う。 

 

（１） 

ア・全教科・科目について、生徒による授業アン

ケートを年間２回実施する。 

(2) 

ア・教科ごとに年１回の授業見学、さらに教科を越

えて教員相互授業見学と研究協議を行い、教科・

科目としての授業改善を図る。更に、全体研修会

を１回は必ず行う。 

(3) 

ア・これまで各教員が個々に管理していた教材に

ついて、ICT を活用して、教職員間で情報共有で

きるシステムを構築する。 

イ・生徒の興味・関心が高まるようなアクティブラ

ーニングﾞ型の授業を増やしていく。 

(4) 

ア・本校における学校のビジョンを共有するため

の経営会議を、管理職と教員との間で月 2 回程

度開き、将来の学校像を構築していく組織とす

る。 

(5) 

ア・最低年 2 回は、教員研修として、人権研修・

危機管理研修・教育相談研修等を行う。 

イ・学校評価アンケート及び授業アンケートﾄ結果

による教員研修を必ず１回は実施する。 

 

(1) 

・生徒授業アンケートの肯

定評価について、2 回目は

10％上がるようにする。 

(2) 

・授業見学の実施。 

・教職員研修の実施。 

(3) 

ア・教材の共有化の割合を

40％以上。 

イ・アクティブラーニング

型の授業を行う教員を

20％以上 

（4） 

・経営コンサルタントを交

えた経営会議を月 2 回程度

行う。 

(5) 

・実施した研修の回数 

 

 

 

（1） 

 生徒授業アンケートは 1 回しか実施することがで

きなかった。（△） 

（2） 

 実施できなかった。（△） 

 

（3） 

ア 教材の共有化の割合は 30％程度に留まった。

（△） 

 

イ アクティブラーニング型の授業を行う教員は

20％程度でほぼ横ばい。（△） 

（4） 

 学校経営会議は月１回実施することができた。

（△） 

（5） 

 実施できていない。（△） 

 

＊今年度はほとんどできなかった教員の資質向上の

ための研修を次年度は計画的に実施していく必要

がある。 

 

 


